
№ 1 9 8 　 令 和 元 年 ８ 月 １ 日

Ｐ３　　…小中学校の全教室にエアコン設置
Ｐ４～９…新議員３名登壇
Ｐ10～11…議会力の向上へ

そうだ！第１日曜日は朝市へいこう
やまきた駅前朝市実行委員会（関連記事は裏表紙に）



いざ…という時のために！

○
山
北
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定

瀬
戸(

顯)

議
員　

大
き
な
災
害
に
あ
っ
た
場

合
、
保
証
人
を
立
て
る
こ
と
自
体
が
難
し
い

の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
保
証
人
を
必
要
と
し
た
場
合
で
も
、

利
率
に
つ
い
て
は
、
最
大
限
町
長
の
裁
量
を

活
か
し
、
返
済
が
滞
ら
な
い
範
囲
で
運
用
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
課
長　

貸
付
金
の
原
資
は
、
国
が
３
分

の
２
、
県
が
３
分
の
１
で
あ
り
、
貸
付
金
が

回
収
で
き
な
く
て
も
、
返
済
日
が
き
た
ら
町

が
立
て
替
え
返
済
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。    

　

町
で
実
施
す
る
他
の
貸
付
金
制
度
に
お
い

て
も
、
債
権
回
収
が
出
来
て
い
な
い
も
の
も

あ
る
。
債
権
管
理
の
観
点
か
ら
、
保
証
人
を

立
て
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

町
長　

災
害
の
程
度
に
も
よ
る
が
、
本
来
は

元
金
返
済
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
の
で
、

利
率
の
引
き
下
げ
等
は
考
慮
し
て
い
き
た
い
。

山
崎
議
員　

利
率
は
町
長
の
裁
量
に
よ
っ
て

３
％
以
内
に
決
定
さ
れ
る
が
、
災
害
の
程
度

に
よ
っ
て
、
利
率
に
関
す
る
明
確
な
基
準
を

設
け
た
方
が
利
用
者
に
と
っ
て
は
わ
か
り
や

す
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

基
準
を
設
け
る
の
で
は
な
く
、
都
度

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
目
的
に
応
じ
た
利
率

を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

堀
口
議
員　

保
証
人
の
条
件
は
あ
る
の
か
。

福
祉
課
長　

条
件
は
特
に
な
い
。

　

６
月
18
日
に
発
生
し
た
新
潟
・
山
形

地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
に
は
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
町
と
交
流
の
あ
る
新
潟
県
村
上
市

（
旧
山
北
町
）
で
は
、
大
き
な
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。
町
で
は
８
月
30
日
ま
で

災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

条
例
改
正

～災害援護資金の活用を～

６月定例会
質疑を　

ピックアップ

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
を
、
６
月
14
日
～
17
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
な
議
題
は
、
条
例
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
審
議
し
、
全

て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し

ま
し
た
。　
　
　
　
（ 

一
般
質
問
は
４
ペ
ー
ジ
か
ら
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

何が変わるの？

➢　貸付を受ける人は保証人が必要となる
➢　これまでの貸付利率３％から３％以内で町長
　が定める率となる
➢　月賦償還も可能となる

災害援護資金とは？

　自然災害により、負傷または住居や家財が大きな
損害を受けた方のうち、一定所得以下の世帯に対し、
市町村が最高 350 万円を年利 3％で貸し付ける制度。
貸付に際し、保証人の有無は各自治体の判断による。
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○
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
補
助
金
と

し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
務
費

４
０
７
万
円
、
幼
児
教
育
無
償
化
シ
ス
テ
ム

改
修
等
事
業
６
９
１
万
円
な
ど
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
岸
地
区
高
齢
者
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
空
調
機
更
新
１
２
５
万
円
、

洒
水
の
滝
遊
歩
道
用
地
取
得
費
37
万
円
、
豊

か
な
学
び
の
支
援
推
進
事
業
42
万
円
な
ど
。

石
田
議
員　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
対

象
者
２
１
０
０
人
の
内
訳
は
。

福
祉
課
長　

住
民
税
非
課
税
世
帯
２
０
０
０

人
、
子
育
て
世
帯
１
０
０
人
で
あ
る
。

児
玉
議
員　

歳
入
の
幼
児
教
育
無
償
化
シ
ス

テ
ム
改
修
等
事
業
６
９
１
万
円
の
使
途
は
。

副
町
長　

10
月
か
ら
実
施
を
予
定
し
て
い
る

幼
児
教
育
無
償
化
に
対
応
す
る
電
算
シ
ス
テ

ム
を
改
修
す
る
も
の
。

○
平
成
30
年
度
山
北
町
立
小
中
学
校

　
空
調
機
器
整
備
工
事
（
繰
越
明
許
）

　
請
負
契
約
の
締
結

　

今
回
の
工
事
は
、
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、

昨
年
度
実
施
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
工
事

設
計
か
ら
業
者
選
定
、
空
調
機
本
体
の
納
期

等
を
鑑
み
、
年
度
内
の
執
行
が
終
わ
ら
な
い

見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
度
に

繰
り
越
し
て
実
施
す
る
も
の
。

　

本
工
事
に
対
す
る
請
負
契
約
先
が
決
定
し

た
た
め
内
容
審
議
を
実
施
し
た
。

（
工
事
概
要
）

川
村
小
学
校
空
調
設
備
改
修
工
事

　
　
　
　
　

特
別
教
室 

他   

計
18
基

三
保
小
学
校
空
調
設
備
改
修
工
事

　
　
　
　
　

特
別
教
室 　

   

計
５
基

山
北
中
学
校
空
調
設
備
改
修
工
事

　
　
　
　
　

柔
剣
道
場 

他   

計
28
基

　
　
　
　
　

受
変
電
設
備
改
修 

一
式

（
契
約
の
相
手
）

　
　
　
　
　

株
式
会
社 

イ
ケ
ダ
電
気

（
契
約
金
額
）

　
　
　
　
　

９
９
５
２
万
８
千
円

清
水
議
員　

工
事
対
象
の
特
別
教
室
と
は
。

教
育
長　

学
級
教
室
と
し
て
は
既
に
工
事
完

了
済
み
で
あ
り
、
今
回
は
少
人
数
教
室
が
主

な
も
の
で
あ
る
。

石
田
議
員　

設
置
が
今
回
で
全
て
終
了
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
使
用
基
準
は
あ
る
の
か
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
特
に
基

準
は
定
め
て
は
い
な
い
が
、
冷
暖
房
の
設
定

温
度
等
は
各
学
校
で
統
一
し
た
基
準
で
使
用

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
て
の
教
室
が
終
了
す
る
の
で
は

な
く
、
今
回
は
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
教
室

だ
け
で
あ
り
、
応
接
室
な
ど
の
一
部
の
部
屋

は
残
っ
て
い
る
。

補
正
予
算

請
負
契
約

議案等審議の結果

件　　　名 月　日 審議結果 件　　　名 月　日 審議結果

山北町税条例等の一部を改正する条
例の制定について

６月17日 可　決
（賛成全員）

令和元年度山北町一般会計補正予算
（第１号）

６月17日 可　決
（賛成全員）

山北町災害弔慰金の支給等に関する
条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

６月17日 可　決
（賛成全員）

平成30年度山北町立小中学校空調機
器整備工事（繰越明許）請負契約の
締結について

６月17日 可　決
（賛成全員）

山北町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について

６月17日 可　決
（賛成全員）

平成30年度山北町一般会計繰越明許
費繰越計算書の報告について

６月17日 報告のみ

山北町介護保険条例の一部を改正す
る条例の制定について

６月17日 可　決
（賛成全員）

平成30年度山北町土地開発公社事業
報告及び決算報告について

６月17日 報告のみ

第２回定例会（６月14日~17日）
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一般質問

　一般質問は、町政に関して議員が質問を行い、提案や意見を

述べ、時には是正を求め、新たな施策方針等を問うものです。

　原稿は、質問議員が作成しています。

ページ 質　問　事　項 質　問　議　員

５ 広域地域連携に向けた「南箱道路(通称)」の活用について 堀　口　恵　一

６ 公共交通機関の充実と高齢者の暮らしやすい生活環境を 瀬　戸　恵津子

７ 防災対策の見直しで更なる強化を 石　田　照　子

８ 旧山北体育館跡地の利用について 清　水　　　明

９ 森林環境譲与税の具体的な計画は 山　田　陽　子

ズバッ　と問う
！

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

4
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原稿は、質問者本人が作成しています。

問

答
　

現
在
、
南
足
柄
市
矢
倉
沢
と
箱
根

町
仙
石
原
を
結
ぶ
「
南
箱
道
路(

通

称)

」
の
工
事
が
来
年
３
月
ま
で
の

開
通
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
で
き
た
際
に
は
山
北
町
に

と
っ
て
も
地
域
活
性
化
の
大
き
な
効

果
が
見
込
ま
れ
る
と
思
う
。
そ
こ
で

質
問
す
る
。

　

問　

開
通
に
よ
り
山
北
箱
根
相

互
の
観
光
ル
ー
ト
が
確
立
で
き
る
。

ま
た
、
通
勤
に
も
利
用
で
き
る
と
思

わ
れ
る
。
当
町
の
町
内
循
環
バ
ス
箱

根
往
復
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

答　

南
箱
道
路
が
開
通
し
て
も

強
羅
や
元
箱
根
ま
で
は
遠
く
、
通
勤

利
用
は
考
え
ら
れ
な
い
。
設
計
車
両

は
小
型
自
動
車
等
で
あ
り
、
町
内
循

環
バ
ス
は
通
行
で
き
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
現
時
点
で
検
討

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。　

　

問　

開
通
で
箱
根
町
と
の
連
携

が
強
く
な
り
、
新
た
な
イ
ン
タ
ー
を

向
原
地
区
に
設
置
す
れ
ば
東
京
と
の

広
域
連
携
も
期
待
で
き
る
。
町
の
最

大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
東
京
か
ら

来
る
人
々
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
の
で
、
検
討
し
て
設
置
す
べ

き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　

答　

現
在
、
川
西
地
区
に
ハ
ー

フ
（
東
京
方
面
の
み
出
入
り
可
）
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
建
設

工
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
箇
所
に

つ
い
て
は
、
町
内
を
通
る
全
延
長
か

ら
接
続
が
困
難
な
橋
と
ト
ン
ネ
ル
の

部
分
を
除
外
し
た
部
分
で
「
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
幾
何
構
造
設
計
要

領
」
に
基
づ
き
選
定
さ
れ
た
唯
一
の

箇
所
と
考
え
て
い
る
。

　

問　
「
唯
一
の
箇
所
」
と
の
こ
と

だ
が
、
他
に
も
う
一
つ
向
原
地
区
が

あ
り
、
こ
ち
ら
な
ら
フ
ル
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

答　

土
工
区
間
の
距
離
が
不
足

し
て
お
り(

一
部
橋
梁
部
の
拡
幅
や

新
た
に
用
地
取
得
、
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
な
ど
が
必
要
に
な
る
た
め)

費
用
が
莫
大
に
な
る
の
で
考
え
て
は

い
な
い
。

　

問　

箱
根
観
光
客
を
山
北
町
に

呼
び
込
む
た
め
浅
間
山
丸
山
は
総
合

的
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
施
設
に
す

べ
き
と
思
う
。
過
去
に
町
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
が
提
案
し
た
テ
ー
マ
パ

ー
ク
で
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
（
丸
山
の
新
東
名

工
事
事
務
所
跡
地
利
用
）
運
営
を
Ｎ

Ｈ
Ｋ
な
ど
に
依
頼
す
る
な
ど
し
て
は

い
か
が
か
。

　

答　

丸
山
に
つ
い
て
は
企
業
誘

致
と
住
宅
供
給
、
浅
間
山
に
つ
い
て

は
河
村
城
跡
を
中
心
に
Ｄ
52
を
含

め
観
光
振
興
を
展
開
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
町
が
進
め
て
い
る
計
画
と

大
き
な
相
違
が
あ
る
。

堀口恵一 議員

箱根バス運行、向原フルスマートインター、
丸山ミュージアムは現時点では考えていない

広域地域連携に向けた「南箱道路(通称)」の活用について
一
般
質
問

5
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原稿は、質問者本人が作成しています。

問

答
　

現
在
生
活
交
通
確
保
対
策
と
し
て

町
内
循
環
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る

が
、
運
行
さ
れ
な
い
清
水
・
三
保
・

高
松
地
区
で
は
高
齢
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

本
年
度
か
ら
さ
ら
に
タ
ク
シ
ー
券

の
枚
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、
共

和
・
平
山
瀬
戸
地
区
の
方
へ
も
タ
ク

シ
ー
券
を
配
布
し
、
山
北
・
岸
・
向

原
地
区
の
方
へ
は
循
環
バ
ス
助
成
券

を
配
布
す
る
こ
と
に
な
り
支
援
が
充

実
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
運
行
エ
リ
ア
や
ダ
イ
ヤ

の
充
実
が
先
で
は
な
い
の
か
、
ま
た

高
齢
者
の
免
許
証
返
納
者
や
買
物
・

外
出
支
援
の
利
用
を
先
に
進
め
る
べ

き
と
思
い
、
質
問
す
る
。

　

問　

本
当
に
必
要
な
方
へ
の
配

慮
や
支
援
の
検
討
は
。

　

答　

循
環
バ
ス
は
、
３
年
に
一

度
の
見
直
し
と
、
御
殿
場
線
の
接
続

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
や
路
線
の

変
更
等
に
よ
り
、
運
行
エ
リ
ア
や
ダ

イ
ヤ
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

問　

地
区
に
よ
り
運
行
本
数
が

少
な
く
、
停
留
所
ま
で
遠
い
た
め
バ

ス
助
成
券
を
、
利
用
し
に
く
い
事
へ

の
対
応
は
。

　

答　

運
行
本
数
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
く
。
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
の

あ
る
方
へ
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

組
み
合
わ
せ
る
な
ど
の
方
策
を
検
討

し
て
い
く
。

　

問　

循
環
バ
ス
の
車
両
耐
用
年

数
が
数
年
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、

所
管
が
違
う
（
※
）
い
く
つ
も
の
交

通
体
系
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
。

新
た
な
交
通
対
策
と
し
て
、
デ
マ
ン

ド
バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
の

導
入
の
検
討
は
。

　

答　

循
環
バ
ス
の
耐
用
年
数
だ

が
今
後
10
年
程
度
は
運
行
で
き
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
活
用
す
る
。

　

所
管
の
違
う
い
く
つ
も
の
交
通
体

系
に
つ
い
て
は
、
整
理
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

当
面
は
柔
軟
に
対
応
し
て
様
々
な
地

域
交
通
の
活
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
※
）
い
く
つ
も
の
交
通
体
系
と
は

　

町
内
循
環
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、

共
和
福
祉
バ
ス
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
、
富

士
急
湘
南
バ
ス
（
民
間
）
を
言
う
。

高
齢
者
の
外
出
支
援
に
つ
い
て

　

問　

敬
老
の
集
い
の
全
参
加
者

に
送
迎
の
要
望
を
聞
く
べ
き
だ
が
。

　

答　

今
年
度
か
ら
75
歳
以
上
の

方
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
を
し
、
送
迎

は
要
望
が
あ
れ
ば
全
員
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

瀬戸恵津子 議員

可能な限り利用しやすいものにする

公共交通機関の充実と高齢者の暮らしやすい生活環境を
一
般
質
問

更に使いやすい運行を

スクールバスで元気に登下校
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原稿は、質問者本人が作成しています。

問

答
　

昨
年
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
新
聞
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

そ
れ
は
、
１
日
降
雨
量
５
３
０
㎜

の
激
し
い
雨
が
降
っ
た
場
合
の
、
酒

匂
川
の
氾
濫
を
想
定
し
た
も
の
で
あ

り
、
山
北
町
岸
の
一
部
分
で
、
9.3
ｍ

の
浸
水
深
が
予
想
さ
れ
る
と
の
内
容

で
あ
っ
た
。

　

近
く
に
は
（
※
１
）
広
域
避
難
場

所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
べ
き
行
政
の
責
務

と
し
て
、
早
急
な
改
善
を
す
る
べ
き

と
思
い
質
問
す
る
。

　

問　

こ
の
記
事
に
触
れ
、
町
長

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
か
。

　

答　

町
民
と
災
害
リ
ス
ク
情
報

を
共
有
し
、
広
域
避
難
場
所
等
の
見

直
し
も
含
め
て
、
積
極
的
な
減
災
対

策
の
取
り
組
み
が
必
要
と
感
じ
た
。

　

問　

以
前
は
、
一
時
避
難
場
所

は
「
地
域
が
き
め
る
」
と
の
見
解
で

あ
っ
た
が
、
今
後
は
、
町
も
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
く
と
の
解
釈
で
良
い

の
か
。

　

答　

町
民
の
生
命
・
財
産
を

守
っ
て
い
く
の
が
行
政
の
役
割
な
の

で
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
。

　

問　

（
※
２
）
要
配
慮
者
が
避

難
す
る
（
※
３
）
福
祉
避
難
所
へ
の

避
難
は
、
身
体
的
負
担
を
考
え
る
と
、

直
接
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

福
祉
避
難
所
が
近
い
場
合

や
、
避
難
経
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合

な
ど
、
町
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
直

接
避
難
す
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

　

問　

近
く
の
公
共
施
設
へ
の
避

難
も
、
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

答　

町
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
可
能
で
あ
る
。

　

問　

自
主
防
災
組
織
と
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
現
状
は
。

　

答　

自
治
会
役
員
が
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
兼
務
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
は
短
期
間
で
交
代
し

て
い
る
。　

　

今
後
は
、
自
治
会
役
員
と
は
別
に
、

専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
し
、
自
主
防
災
組
織
の

活
動
を
支
援
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

　

問　

７
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
早
急
に
災
害
協
定

を
結
ぶ
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

答　

生
活
必
要
物
資
の
確
保
は

重
要
な
た
め
、
災
害
時
に
お
け
る
物

資
調
達
に
関
す
る
協
定
の
締
結
を
考

え
て
い
る
。

専門的な知識を持った防災リーダーを育成

防災対策の見直しで更なる強化を
一
般
質
問

石田照子 議員

田中丘隅の指揮により、1726 年洪水
を防ぐための東西堤が完成したが、
氾濫した際には被害が危惧される酒匂川
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※１　広域避難場所　
　　　自治会別に集合する屋外の公園や広場
　　　（避難所　行政指定の学校など、公共の屋内の建物）
※２　要配慮者　
　　　高齢者、障がい者、乳幼児など、防災上配慮しなけ
　　　ればならない方
※３　福祉避難所　
　　　要配慮者が、一般の避難所から移送される二次受け
　　　入れ先で、市町村が開設する



原稿は、質問者本人が作成しています。

問

答
　

旧
山
北
体
育
館
跡
地
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
箱
物
を
作
る
な
ら
ば
武
道

室
と
集
会
施
設
は
考
え
ら
れ
る
と
の

町
長
の
見
解
を
得
て
い
る
。

　

地
域
の
施
設
と
し
て
利
用
者
の
対

象
を
広
く
し
、
旧
施
設
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
多
目
的
な
施
設
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

問　

検
討
委
員
会
で
は
素
案
が

提
示
さ
れ
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
る

と
考
え
る
。

　

今
回
は
白
紙
の
状
態
で
あ
る
と
い

う
が
建
物
建
設
で
あ
る
の
で
意
見
が

出
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

　

答　

あ
ら
か
じ
め
原
案
を
提
示

し
て
し
ま
う
と
イ
メ
ー
ジ
が
一
人
歩

き
し
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
、
原
案

等
は
提
示
せ
ず
、
自
由
に
意
見
を
出

し
て
も
ら
う
が
、
旧
山
北
体
育
館
の

代
替
施
設
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え

は
持
っ
て
い
る
。

　

問　

防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
、

地
域
の
高
齢
者
、
学
童
の
立
ち
寄
り

施
設
等
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
地
域

の
公
民
館
と
し
て
の
機
能
も
併
せ
持

た
せ
る
こ
と
も
考
え
て
、
検
討
会
議

に
は
利
用
者
代
表
、
地
域
住
民
の
代

表
を
集
め
、
利
用
者
の
使
い
勝
手
を

良
く
す
る
た
め
、
時
間
を
か
け
て
取

り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

答　

「
山
北
町
第
５
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
町
が
実
施
し
た
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
か
ら
旧
山
北
体
育
館

の
跡
地
に
は
、
武
道
場
的
な
機
能
を

備
え
た
多
目
的
な
施
設
の
建
設
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

山
北
町
体
育
施
設
建
設
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
広
く
各
層
か
ら
代
表

を
選
出
し
、
広
く
町
民
の
意
見
を
集

め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

体
育
施
設
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

防
災
拠
点
の
施
設
と
し
て
の
役
割
や
、

自
治
会
・
各
種
団
体
等
の
集
会
施
設

の
機
能
も
当
然
必
要
と
考
え
、
多
く

の
用
途
で
利
用
で
き
る
、
身
の
丈
に

合
っ
た
施
設
を
建
設
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

問　

検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

に
設
計
、
建
設
関
係
が
加
わ
っ
て
い

な
い
。

　

建
築
に
つ
い
て
は
予
算
、
工
法
の

縛
り
が
か
か
り
最
終
的
に
委
員
の
意

見
、
要
望
が
か
な
り
通
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
が
、
変
更
の

チ
ェ
ッ
ク
は
ど
こ
ま
で
委
員
会
と
し

て
は
で
き
る
の
か
。

　

答　

話
し
合
い
を
受
け
、
設
計

業
者
等
も
加
え
た
中
で
順
次
資
料
を

提
示
し
、
検
討
を
進
め
た
い
。
委
員

が
最
終
決
定
段
階
ま
で
関
わ
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

清水　明 議員

広く要望を受けて多目的な施設を考える

旧山北体育館跡地の利用について
一
般
質
問

旧山北体育館の跡地
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原稿は、質問者本人が作成しています。

問

答
　

平
成
29
年
12
月
に
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
「
平
成
30
年
度
税
制
改
正

の
大
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
森
林

環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
が
創

設
さ
れ
た
。

　

森
林
環
境
税
は
平
成
36
年
か
ら
一

人
当
た
り
年
間
１
０
０
０
円
が
個
人

住
民
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
は
先
行
し
て
今

年
度
か
ら
市
町
村
及
び
都
道
府
県
に

譲
与
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
質
問
す
る
。

　

問　

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与

見
込
み
額
と
そ
の
具
体
的
な
計
画
は
。

　

答　

今
年
度
の
譲
与
額
の
見
込

み
は
、
４
７
０
万
円
～
６
４
０
万
円

程
度
と
な
る
。
計
画
と
し
て
は
、
整

備
が
行
き
届
い
て
い
な
い
林
内
路
網

の
改
修
を
先
行
し
て
い
く
。

　

他
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
今
後
森
林
現
場
の
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
基
金
条
例
の
制
定
も
検
討
し
て

い
る
。

　

問　

当
町
は
山
林
が
９
割
を
占

め
、
神
奈
川
県
の
水
源
地
で
あ
る
。

森
林
整
備
及
び
、
担
い
手
の
育
成
、

木
材
利
用
に
今
ま
で
以
上
に
力
を
入

れ
た
取
り
組
み
の
考
え
は
。

　

答　

県
の
水
源
環
境
保
全
税
の

使
途
と
重
複
し
な
い
内
容
で
検
討
し

て
い
く
。

　

ま
た
山
の
現
状
、
森
林
の
役
割
を

町
内
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
都

市
部
の
子
ど
も
た
ち
に
も
普
及
啓
発

や
勉
強
し
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
っ

て
い
く
。木
材
を
給
湯
施
設
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
、林
産
物
等
で
最
後
ま
で

活
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
も
こ
の
税

を
き
っ
か
け
に
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

森
林
の
な
い
都
市
部
に
も

森
林
環
境
譲
与
税
が
配
分
さ
れ
る
の

で
、
交
流
の
あ
る
品
川
区
や
川
崎
市

な
ど
木
材
の
生
産
地
と
し
て
売
り
込

む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

答　

町
内
で
対
応
で
き
る
の
か

今
後
検
討
し
て
い
く
。
木
材
に
新
た

な
付
加
価
値
を
つ
け
た
り
、
町
産
木

材
を
使
っ
た
加
工
品
の
可
能
性
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
都
市

部
の
人
に
山
を
貸
す
よ
う
な
こ
と
も

考
え
て
い
き
た
い
。

　

問　

山
北
町
第
５
次
総
合
計
画

の
林
業
の
振
興
計
画
進
捗
状
況
及
び
、

計
画
内
の
公
共
施
設
へ
の
木
材
利
用

の
今
後
の
予
定
は
。

　

答　

前
期
基
本
計
画
の
検
証
で
は

概
ね
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。
今
後
も

着
実
に
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

旧
山
北
体
育
館
や
東
山
北

１
０
０
０
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
内

の
水
上
町
営
住
宅
等
で
木
材
を
大
量

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
個
人

に
も
木
材
を
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

これを機に一つ一つ取り組んでいきたい

森林環境譲与税の具体的な計画は
一
般
質
問

山田陽子 議員

手入れが行き届いていない町内の人口林

町内の木材を利用し木質化された共和のもりセンター
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　昨今の町村議会の現状は全国どの自治
体も人口減を含め、行財政そのものが縮
小傾向にあります。
　同時に、住民も議会に対し定数や議会
費等の削減意識が高くなり、議会によっ
ては、定数削減による議員活動の増加や
低い報酬額などにより、なり手不足問題
が広がり、負のスパイラルに陥っている
状況にあります。 

　山北町議会もこれまで約２年間にわたり、議員定数・報酬・なり手不足等について議論を進め
てきました。こうした問題を解決していくためには、町民と議会の信頼関係の強化にあると考え
ています。
　今回の研修を通じて、議会としても、これまでより町民との対話の場を増やし、更なる議会活
動の充実を図っていきます。

研修会レポート ①

「議会改革」町民参加がカギ
正副委員長研修会 

　「人口減少において町村議会が果たす役
割」と題して研修会が開催されました。
　人口減少社会こそ、多様性が求められ、
議会の役割は重要です。
　しかし現状は、定数削減、報酬の引き下
げばかりが言われてしまう不幸な状況にあ
ります。
　町民の意見を反映させ、反映させたこと
が町民に見えることが議会の活性化には重
要なことであり、議会運営には町民参加が
鍵となるのではないでしょうか。
　聴講後、重要視してきた広聴活動の中で、町民意見の反映が町民に見えていたのか自問自答す
るとともに、頂いた意見は政策立案につなげるなど、町民の意見を反映させることで山北町議会
の信頼向上に努められるのではと感じました。

「これからの町村議会を考える」
議長・副議長研修会

令和元年５月 28 日（火）東京国際フォーラム

全国から約 1,800 名もの町村議会正副議長が集結
議会改革を積極的に実施する３議会から、事例発表も行われた

議会改革は町民とともに

令和元年５月 24 日（金） 神奈川自治会館

研修会レポート ②
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御
殿
場
線
に
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

導
入
に
向
け
、
平
成
29
年
に
発
足
し
た

議
員
連
盟
の
第
３
回
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

議
員
連
盟
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
近

隣
市
町
首
長
か
ら
な
る
御
殿
場
線
利
活

用
推
進
協
議
会
の
活
動
が
実
り
、
平
成

31
年
３
月
２
日
か
ら
足
柄
駅
～
下
曽
我

駅
の
区
間
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
エ
リ
ア
で
あ

る
国
府
津
駅
を
経
由
し
て
の
利
用
が
で

き
な
い
課
題
は
引
き
続
き
残
り
ま
す
。

　

今
後
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

や
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
客
を
含
め
た
更
な
る
御
殿
場
線

利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
て
い
く
活
動

は
、
本
連
盟
の
最
重
要
課
題
で
す
。

　

今
回
の
総
会
で
役
員
改
選
が
な
さ
れ
、

新
代
表
に
当
議
会
の
児
玉
洋
一
副
議
長
、

事
務
局
長
に
瀬
戸
恵
津
子
議
員
が
就
任

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
関
係
機
関
と
情
報
交
換
を
図

り
な
が
ら
、
「
エ
リ
ア
ま
た
ぎ
」
解
決

に
向
け
て
Ｊ
Ｒ
各
社
へ
要
望
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

国
府
津
～
御
殿
場
間
で
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用
を
促
進
す
る
議
員
連
盟
　

「
エ
リ
ア
ま
た
ぎ
」の
解
決
に
向
け
て

令
和
元
年
６
月
28
日
（
金
）　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

「新議員の資質向上のために」
～新議員研修会を開催しました～

５/13　県議長会新議員研修会 
　　　　　　　　＠神奈川自治会館
５/20　新議員研修会
　　　　　　　　＠山北町役場

熱心に聞き入る新人議員

　山北町議会は令和元年 5 月 1 日から 7 名
の議員が入れ替わり、新体制でスタートし
ました。
　今回、新議員 7 名を対象に神奈川県町村
議会議長会及び山北町において、新議員研
修を開催しました。

　２日間の研修を通して、神奈川県町村議会の現状、山北町の財政状況や施政方針、そして議会
議員としてのあり方について理解を深めることができました。
　今後も議会力強化に向け、議会議員としての更なる向上に努めてまいります。

研修会レポート ③

沿線以外の市町議員も含め、議員連盟会員数は 70 名を超える
「エリアまたぎ」問題の解決について、説明する児玉新代表
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い
よ
い
よ
夏
本
番
、
夏
休
み
で
レ
ジ
ャ
ー
に
出
か

け
る
方
、
仕
事
で
汗
を
か
い
て
る
方
、
家
で
避
暑
を

さ
れ
て
る
方
そ
の
他
色
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

暑
さ
厳
し
い
中
、
体
調
等
十
分
注
意
し
て
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
！

　

広
報
紙
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
２
回
目
の
発
行

と
な
り
ま
す
が
、
制
作
過
程
で
は
議
論
も
活
発
で
、

掲
載
す
る
写
真
に
つ
い
て
も
い
つ
だ
れ
が
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
撮
ろ
う
か
な
ど
色
々
話
し
合
い
ま
し
た
。

最
初
は
手
に
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で

表
紙
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
重
要
で
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
も
、
誰
も
が
読
み
や
す
い
広
報
紙

に
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
時

間
の
空
い
た
時
、
山
北
町
を
考
え
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

（
堀
口
恵
一
）

編
集
後
記

　

１
月
を
除
く
毎
月
第
１
日
曜
日
に
開
催

し
て
い
る
「
や
ま
き
た
駅
前
朝
市
」
も
お

陰
様
で
13
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
初
は
町
内
の
お
店
や
地
域
組
合
を

知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
は
じ
め
た
朝
市
、
そ
の
想
い
に
賛
同
し
て
い

た
だ
け
る
店
舗
、
地
域
組
合
が
集
ま
っ
て
朝
市
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

開
催
当
初
か
ら
行
っ
て
い
る
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
は
、
月
替
わ
り
の
景
品

に
お
客
さ
ん
が
一
喜
一
憂
す
る
様
子
が
今
で
も
伺
え
ま
す
。

　

二
部
構
成
に
し
て
か
ら
は
、
町
外
か
ら
も
参
加
し
て
く
だ
さ
る
店

舗
さ
ん
も
増
え
、
店
主
と
お
客
さ
ん
、
お
客
さ
ん
同
士
な
ど
、
人
と

人
と
の
繋
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
憩
い
の
場
と
い
う

新
た
な
役
割
を
持
っ
た
朝
市
で
す
。

　

近
所
や
地
元
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
山
へ
向
か
う
ハ
イ
カ
ー
や

ツ
ー
リ
ン
グ
中
の
方
な
ど
観
光
客
の
方
も
寄
っ
て
い
た
だ
い
て
、
賑

や
か
で
和
気
あ
い
あ
い
と
お
昼
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

や
ま
き
た
駅
前
朝
市
実
行
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長
　
　
石
田
　
一
郎
さ
ん

い
つ
も
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す

議会事務局 75-3653お問い合わせ

第３回定例会（予定）

議会の傍聴においでください

庁舎内テレビでも放映しています

９月５日（木）～９月５日（木）～

　 町議会では、皆さまとの意見交換の場を増やすこ
とを目的に「おしゃべりＣａｆｅ」をＯＰＥＮします。
　日頃、議員は何してるの？山北町はどうなって
いくの？私の思いを聴いて！など…
　なんでも結構です。気軽にお立ち寄り頂き、皆
さまの『声』をお聞かせください。

日　時 ： ８月 20 日（火）

時　間 ： 13：30～16：00

場　所 ： 小田原百貨店山北店
　　　　　　　（イートインコーナー）

議会ホームページ
山北町ホームページ

→町議会のアイコンをクリック

  ※ 議員数名とお茶を飲みながらおしゃべりしましょう！

広
報
分
科
会

会
　
長
　
山
田
　
陽
子

副
会
長
　
堀
口
　
恵
一

委
　
員
　
和
田
　
成
功

　
　
　
　
清
水
　
　
明

　
　
　
　
児
玉
　
洋
一

　
　
　
　
遠
藤
　
和
秀

次回は 8 月 4 日　笑顔でお待ちしてま～す

を開催します
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